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し
は
釜
煎
た

E
L
由
・
賢
も
有
v
之
よ
し
、
務
公
の
御
位
階
に
依
っ
て

鰍
。
今
時
無
v
之
は
公
の
御
位
ひ
く
き
故
陀
候
後
。
叉
共
の
刑
に
合
る

罪
人
蝉
…
ν
之
故
か
承
り
皮
し
。
答
一
宮
品
。
務
公
の
官
位
に
惚
じ
、
刑
罪

の
邸
鼠
有
v
之
儀
は
委
細
不
v
存
候
。
既
陀
党
文
六
年
四
月
、
石
川
郡
容

O
芦

中

町

火
あ
ぶ
り
た
ど
の
刑
法
は
天
下
の
仕
置
の
外
務
侯
の
せ
ざ
る
都
民
候

る
も
の
友
り
。
放
に
そ
の
か
み
符
務
陀
於
て
も
幕
府
と
同
じ
く
、
種

々
般
敷
刑
制
を
ば
鎖
国
切
に
底
分
し
た
り
と
い
へ
り
。

此
の
町
は
，
泉
新
町
の
後
冒附
叫
に
て
、
或
は
足
伴
町
と
も
性
き
た
り
。

匠
垣
内
村
太
郎
右
衛
門
が
娘
ね
い
と
申
者
、
金
調
陣
へ
出
で
奉
公
し
、

数
ケ
所
主
人
の
家
に
火
を
付
け
、
共
の
事
館
晴
樹
召
捕
へ
ら
れ
・
犀
川

高
潔
忠
耐
酬
の
金
四
開
幕
蹟
必
机
開
花
、
足
牛
町
と
一
苫
ふ
は
‘
並
び
短
〈
、

浅
野
川
岡
橋
に
晒
し
も
の
と
た
し、

庫
川
河
下
陀
て
議
煎
に
し
て
、

糸
川
叫
に
磁
K
懸
け
ら
れ
た
り
。
此
の
時
公
の
御
官
位
正
四
低
下
の
中

尻
切
れ
た
る
町
な
り
し
ゅ
ゑ
陀
名
付
け
た
り
。
此
所
の
本
浮
寺
宗
門

F
付
陀
は
、
来
新
町
と
往
来
る
也
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
三

将
也
。
宰
相
に
御
耐
岬
任
以
後
陀
も
無
ν
之
て
は
右
刑
制
相
官
無
v
之
敗
。

筒
屋
版
の
六
用
銀
に
も
、
本
滞
寺
内
抗
新
町
と
妃
服
す
。
さ
れ
ば
木
名

は
mm
新
町
な
る
を
、
後
民
足
A
T
町
或
は
芦
中
町
と
俗
栴
せ
し
も
の
た

る
べ
し
。

哉
。
倫
功
者
の
人
K
眠時
ね
ら
れ
可
ν
然
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
花
、
図

o
t
p
中
町
本
浄
寺

初
の
頃
は
W

都
府
・
符
滞
の
差
別
た
く
、
何
事
も
領
主
の
窓
K
任
せ
出
随
分

せ
し
ゅ
ゑ
、
刑
法
な
ど
の
事
も
幕
府
の
臨
刑
と
同
都
な
hν
し
か
ど
、

後
陀
は
銭
煎
・火
鍔
或
は
牛
裂
・
鍬
引
な
ど
の
軍
刑
は
酸
止
と
成

p.

傑
析
罪

E
E刑
と
は
な
し
た
り
。
或
は
云
ふ
。
往
古
朝
廷
に
罪
人
の

死
刑
を
停
止
し
給
ひ
し
事
も
あ
り
し
か
ど
.
足
利
幕
府
の
時
世
と
の

方
.
武
家
に
は
刑
法
主
鍛
数
な
し
た
り
。
釜
煎
・火
鍔
た
ど
の
刑
法

は
皆
足
利
幕
府
の
季
世
よ
り
初
担
、
飢
世
の
習
俗
後
々
ま
で
残
り
た

京
派
員
宗
道
場
た
り
。
明
納
岐
に
一
耳
ふ
。
合
唱
の
開
基
は
傘
敬
也
。

傘
敬
は
越
前
悶
足
羽
川
郡
の
入
、
俗
栴
荻
原
左
兵
術
元
立
と
呼
び
、
越

前
領
主
朝
合
議
長
の
家
人
な
り
し
か
ど
‘
戦
闘
の
際
越
中
国
徹
波
郡

妓
端
に
隠
居
し
、
後
得
度
し
て
法
名
を
傘
敬
と
稀
す
。
院
長
十
四
年

五
月
道
場
を
創
立
し
て
位
持
と
成
り
、
寺
鋭
を
本
海
寺
と
鋭
す
。
正

保
三
年
四
月
加
質
問
金
源
へ
移
勝
し、

来
新
町
陀
鑑
立
す
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
三
州
奇
談
花
、
地
賞
煎
町
滞
草
寺
は
芦
中
町
本
将
寺
な
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